
 

はつらつ道政レポート №353 

2022年5月22日 発行 
真下紀子事務所 旭 川 市 ３条1 6 丁 目 左 ７号   
ＴＥＬ 0166 - ２０－０８０８   ＦＡＸ 0166 - ２０－１６１６ 

E - m a i l  ： m . n o r i k o . o f f i c e @ g m a i l . c o m 

 

11
日
の
地
方
路
線
問
題
特
別
委

員
会
で
「
札
幌
か
ら
の
移
動
に
い
つ

も
は
鉄
道
を
使
う
け
れ
ど
、
今
日
は

仕
事
を
す
る
た
め
に
多
少
時
間
は
か

か
っ
て
も
Wi-

Fi
の
あ
る
バ
ス
を

利
用
し
た
」
と
い
う
声
を
紹
介
し
た 

真
下
紀
子
議
員
。
「
列
車
の
Wi-

Fi
環
境
は
利
用
者
ニ
ー
ズ
が
高

く
、
整
備
は
必
須
」
だ
と
の
べ
、
利

用
者
目
線
に
た
っ
た
利
便
性
向
上
を

求
め
ま
し
た
。 

  

北
海
道
鉄
道
利
用
活
性
化
協
議
会

と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
昨
年
12
月
、

Wi-

Fi
と
電
源
が
完
備
さ
れ
た

「
は
ま
な
す
編
成
」
の
列
車
を
活
用

し
、
札
幌
・
稚
内
間
で
列
車
内
で
の

テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
実
証
実
験
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
27
名
、

そ
の
う
ち
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
の

は
６
名
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

車
内
設
備
の
評
価
は
高
い
一
方
、

Wi-

Fi
環
境
が
不
安
定
な
区
間
が

あ
っ
た
、
車
両
が
揺
れ
て
長
時
間
の

仕
事
に
向
か
な
い
な
ど
の
回
答
で
し

た
。 

 

真
下
議
員
は
、
「
数
は
少
な
い
が

全
て
整
備
で
き
な
い
場
合
は
不
安
定

な
区
間
を
把
握
し
て
事
前
告
知
す
る

な
ど
、
旅
行
と
し
て
楽
し
み
な
が
ら

移
動
で
き
る
よ
う
、
旧
車
両
も
含
め

た
整
備
と
あ
わ
せ
た
と
り
く
み
を
求

め
ま
し
た
。 

 

鉄
道
担
当
局
は
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
参
考
に
、
利
便
性
の
更
な
る

向
上
に
向
け
、
利
用
者
目
線
に
立
っ

た
と
り
く
み
を
進
め
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
に

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
攻
撃
、
そ
の
惨
状
に

胸
が
つ
ま
り
ま
す
。
真
下
議
員

は
「
あ
ら
ゆ
る
国
際
問
題
は
武

力
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
外
交

努
力
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
訴
え
、
人
道
支
援

募
金
を
呼
び
か
け
、
国
際
赤
十

字
や
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
な
ど
を
通
じ
て
届
け
て
い

ま
す
。
北
海
道
も
支
援
募
金
事

務
局
と
な
っ
て
募
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
共
産
党
道
議
団

は
鈴
木
直
道
知
事
と
協
力
を
お

願
い
し
て
い

ま
す
。 

り条例』を策定し安全・安心を明記して

いる。本道の厳しい自然環境のもとで観

光の安全対策、安全基準・救助体制のあ

り方を強化する提案が必要」と地元とし

ての対策強化を求めました。 

 道は事故後、旅行者の安全対策の徹底

を求め通知を出しましたが、これまでも

事故後の注意喚起に留まっていました。 

 山崎雅生観光振興監は「調査の進捗は

把握している。指導監督は国、観光政策

ではなく交通安全政策だ。観光政策は安

全情報の周知が中心」と独自対策に難色

を示す一方、安全体制や運航ルール等を

事業者から聞きとり公表する方向です。 

 知床沖で４月

23日、観光遊覧

船「kazu1」が沈

没。26名が行方

不明となり発見

された方々の死亡が確認されるという痛

ましい事故がおきました。 

 調査が進むにつれ、事業者「知床遊覧

船」のずさんな運航管理の常態化が次々

と明らかとなりました。同時に、海上運

送法の指導監督の任にある国土交通省の

責任が問われる事態となっています。 

 真下紀子議員は、11日の食と観光対策

特別委員会で「北海道は『観光の国づく

 

旭
川
市
の
常
磐
公
園
は
自
然
と
共
存

す
る
都
市
公
園
。
４
月
、
「
常
磐
公
園

の
自
然
を
考
え
る
仲
間
」
の
野
鳥
観
察

会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

青
空
を
見
上
げ
る
と
ま
ん
ま
る
の
雲

が
頭
上
に
・
・
・
石
狩
川
河
畔
に
は
ヒ

ド
リ
ガ
モ
と
カ
ワ
ア
イ
サ
の
つ
が
い
が

肉
眼
で
も
発
見
で
き
ま
し
た
。
獣
医
さ

ん
の
楽
し
い
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ス
ズ

メ
、
ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ
、
ム
ク
ド

リ
、
鳩
、
セ
キ
レ
イ
も
い
ま
す
。
帰
り

道
で
は
ス
ズ
メ
の
交
尾
に
ビ
ッ
ク
リ
。

こ
ん
な
に
豊
か
な
生
態
系
が
間
近
に
あ

る
旭
川
、
素
敵
で
す
。 



陽
性
者
の
約
１
割
無
症
状 

  

４
月
の
道
立
保
健
所
の
新
規
感
染
者
は

３
万
５
１
４
人
、
そ
の
う
ち
公
表
時
点
で

無
症
状
だ
っ
た
の
は
２
，
９
３
３
人
、
感

染
者
全
体
の
約
１
割
で
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
等
無
料
化
推
進
事
業
（
12
／
27
～
４
／

24
）
20
万
８
，
８
９
６
件
の
う
ち
陽
性
は

３
％
だ
っ
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

10
日
の
保
福
祉
員
会
で
、
真
下
議
員
は
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無
症
状
と
軽
症
で
99
・
9
%
を
占
め
る

こ
と
も
明
ら
か
に
し
、
検
査
を
拡
充
し
て

陽
性
者
を
把
握
し
、
隔
離
・
保
護
す
る
こ

と
が
重
要
と
指
摘
。
無
料
検
査
を
周
知

し
、
拡
充
し
て
陽
性
者
の
把
握
を
徹
底

し
、
感
染
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。 

 

傷
病
手
当
対
象
拡
充
を 

  
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
料
の
減
額
免
除
の
実
績
は
、
２
０

２
０
年
度
１
６
３
市
町
村
で46

億
円
余
、

被
保
険
者
に
対
す
る
傷
病
手
当
金
は
23
市

町
村
で
１
２
１
名
、
６
６
６
万
円
余
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
が
傷
病
手
当
の
対

象
か
ら
個
人
事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が

支
給
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
利
用
で
き
な
い

か
ら
で
す
。 

制
度
の
周
知
と
、
活
用
し

や
す
い
要
件
緩
和
を
国
に
求
め
る
よ
う
質

し
ま
し
た
。 

 

道
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ(

牛
海
綿
状
脳
症)

の
発

生
や
食
品
偽
装
な
ど
を
経
て
、
「
遺
伝
子

組
み
換
え
作
物
の
交
雑
等
の
防
止
に
関
す

る
条
例
」
、
い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ｍ
条
例
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
が
許
可
し

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
、
菜
種
な
ど
の

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
い
ず
れ
も
道
内
で

は
開
放
系
栽
培
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

遺
伝
子
組
み
換
え
の
バ
ラ
や
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
切
り
花
と
し
て
道
内
に
流
通
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
鉢
で
栽
培
す
る
遺

伝
子
組
換
え
胡
蝶
蘭
が
開
発
さ
れ
、
家
庭

旭
川
市
に
緊
急
要
請 

  

旭
川
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
２

０
０
人
を
超
え
る
日
が
続
き
、
自
宅
待
機

者
が
２
、
２
０
０
人
を
超
え
る
事
態
と
な

り
、
大
型
連
休
を
前
に
医
療
や
検
査
の
体

制
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

４
月
26
日
、
共
産
党
旭
川
市
議
団
と
と

も
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
急
拡
大
か
ら

く
ら
し
と
経
済
を
守
る
緊
急
要
請
」
を 

今
津
寛
介
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

大
型
連
休
中
の
診

療
・
医
療
体
制
、
相

談
窓
口
設
置
、
自
宅

待
機
者
支
援
と
保
健

所
へ
の
全
庁
的
な
応

援
、
生
活
困
窮
者
や

事
業
者
へ
の
支
援
推

進
を
求
め
ま
し
た
。 

 

 

市
長
は
「
ご
要
望

の
内
容
に
し
っ
か
り

と
り
く
み
た
い
」
と

応
え
ま
し
た
。 

で
の
観
賞
用
で
あ
っ
て
も
栽
培
作
物
と
し

て
Ｇ
Ｍ
条
例
の
対
象
と
な
り
、
知
事
へ
の

申
請
、
近
隣
住
民
へ
の
説
明
会
、
手
数
料

の
支
払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

道
は
、
条
例
制
定
当
時
は
想
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
、
条
例
は
食
の
安
全
を
守
る

た
め
と
し
、
食
用
と
飼
料
用
以
外
の
作
物

を
条
例
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
改
正
案
を

第
２
回
定
例
会
に
提
案
予
定
で
す
。 

  

11
日
の
食
と
観
光
対
策
特
別
委
員
会
で

真
下
紀
子
議
員
は
、
「
日
本
で
は
菜
の
花

や
食
用
菊
、
食
用
ユ
リ
等
花
を
食
用
と
す

る
文
化
・
習
慣
が
あ
る
。
昨
今
注
目
さ
れ

て
い
る
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
は
自
家
栽

培
も
可
能
。
「
花
」
す
べ
て
を
観
賞
用
と

す
る
こ
と
は
、
除
外
対
象
が
秩
序
な
く
広

が
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
。
食
用
と

さ
れ
な
い
厳
密
な
規
定
や
、
Ｇ
Ｍ
条
例
か

ら
除
外
し
た
場
合
の
影
響
が
検
証
さ
れ
る

必
要
性
や
、
栽
培
・
増
殖
・
拡
散
が
行
わ

れ
な
い
の
か
な
ど
、
数
々
の
疑
問
に
答
え

る
必
要
が
あ
る
と
質
し
ま
し
た
。 

  

道
農
政
部
食
の
安
全
推
進
局
は
、
道
民

意
識
調
査
な
ど
で
７
割
弱
の
道
民
が
遺
伝

子
組
み
換
え
食
品
安
全
性
や
栽
培
に
不
安

が
あ
る
と
答
え
る
一
方
、
試
験
研
究
を
進

め
る
べ
き
は
８
割
近
い
と
答
弁
。
し
か
し

真
下
議
員
が
「
研
究
開
発
と
実
用
化
は
全

く
違
う
。
実
用
化
に
賛
成
の
声
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
」
と
質
す
と
、
明
確
に
答
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

国
は
、
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
が
な
く

栽
培
・
花
粉
の
飛
散
な
ど
が
起
き
な
い
と

し
て
い
ま
す
が
、
道
は
そ
の
検
証
デ
ー
タ

を
持
ち
合
わ
せ
ず
に
安
全
だ
と
説
明
し
て

い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
「
消
費
者
の
選
択
権
を

保
障
し
、
生
産
・
栽
培
事
業
者
や
個
人
愛

好
家
な
ど
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

Ｇ
Ｍ
条
例
が
な
し
崩
し
に
後
退
し
な
い
よ

う
、
安
全
性
の
科
学
的
検
証
に
基
づ
く
慎

重
な
対
応
を
」
求
め
ま
し
た
。 


